
2023. 
1.22（日）PM1:00（開場 12:00）
喜多六平太記念能楽堂
〒141-0021 品川区上大崎 4-6-9
☎ 03-3491-8813
JR、東急目黒線、地下鉄三田線・南北線の
目黒駅西口より徒歩 7 分
香港園手前の道を左折し約 400m 直進、杉野
学園体育館手前を左に入る。
※ 駐車場がございませんので、お車でのご来場はご遠慮下さい。

入場料
会員券（年4回） 一般 20,000 円 学生 10,000 円
1 回券（当日券） 一般 6,000 円 学生 3,000 円

申込先：各出演能楽師または緑泉会まで
鈴木 啓吾 TEL&FAX 03-3269-7018
坂 真太郎 TEL  03-3873-5404
  FAX  03-3873-5635

緑泉会 〒 184-0005　東京都小金井市桜町 2-7-18　　TEL 042-386-2131　FAX 042-386-2132

能楽堂電柱広告

ドレメ女学院

約400m

体育館

←日吉

←品川 山手線

JR・東急目黒線・都営三田線・南北線　目黒駅徒歩7分
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喜多六平太
記念能楽堂

令和5年度 第1回例会 2023年4月2日（日）
能……演目未定… ……………………… 新井…麻衣子
能……演目未定… ……………………… 津村…禮次郎
喜多能楽堂では令和 5 年度より大規模改修工事を行うため、
例会会場が矢来能楽堂に変更となります。ご了承ください。

【
休
憩
十
五
分
】

【
休
憩
二
十
分
】

【
終
了
予
定 

午
後
四
時
三
十
分
】

許
可
の
な
い
録
音
、
撮
影
は
一
切
禁
止
で
す
。
携
帯
電
話
は
電
源
か
ら
お
切
り
下
さ
い
。

演
能
や
他
の
お
客
様
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
退
場
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

令
和
四
年
度　

第
四
回  

例
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介

佐
久
間 

二
郎

後
見

墨 
　
　
敬
子

津
村 
禮
次
郎

山
本 

凜
太
郎

下
人

能

巻

絹

大
日
方 

　
寛

臣
下

都
ノ
男

石
井 

　
寛
人

巫
女

鈴
木 

　
啓
吾

原
岡 

　
一
之

大
鼓

鵜
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追
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追
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澤
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介
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狂
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ク
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杉
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陽
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士
キ
リ

奥
川 

　
恒
治

知

章

能
…
巻
絹（
ま
き
ぎ
ぬ
）

　
三み

く
ま
の

熊
野
に
巻
絹
千
匹
を
奉
納
す
る
よ
う
勅
命
が

下
っ
た
。
都
か
ら
巻
絹
を
運
ぶ
男（
ツ
レ
）は
熊
野
ま

で
や
っ
て
来
た
も
の
の
、
先
に
音
無
天
神
社
に
詣
で

る
。
そ
こ
で
梅
の
香
に
誘
わ
れ
て
見
事
な
花
に
見

入
り
時
を
過
す
が
、
心
中
に一首
の
和
歌
を
天
神
に

捧
げ
た
。
そ
の
後
本
宮
に
巻
絹
を
献
上
す
る
が
、

既
に
期
限
を
過
ぎ
て
お
り
、
勅
使（
ワ
キ
）は
男
を

咎
め
て
縛
り
上
げ
る
。
そ
の
時
一人
の
巫
女（
シ
テ
）

が
現
れ
、「
そ
の
男
は
歌
を
詠
ん
で
私
に
手
向
け
た

者
で
あ
る
か
ら
、
縄
を
解
い
て
許
せ
」と
勅
使
に
告

げ
る
。
そ
れ
は
巫
女
を
通
し
て
告
げ
ら
れ
た
神
の

言
葉
だ
っ
た
。
勅
使
は
男
の
身
分
の
低
さ
に
和
歌
の

嗜
み
な
ど
あ
る
ま
い
と
疑
う
が
、
巫
女
は
男
に
歌
の

上
の
句
を
詠
ま
せ
、
自
分
が
下
の
句
を
継
い
で
疑
い

を
晴
ら
す
。
男
は
許
さ
れ
、
巫
女
は
和
歌
の
持
つ

功
徳
を
曲く

せ
ま
い舞
に
舞
う
。
勅
使
は
巫
女
に
神
上
げ
を

勧
め
、
巫
女
は
祝
詞
を
奏
上
し
神
楽
を
舞
う
。
そ

れ
で
も
神
は
巫
女
か
ら
離
れ
な
い
。
熊
野
の
神
々
の

名
を
一柱
ず
つ
言
挙
げ
す
る
う
ち
に
狂
乱
の
態
と
な

り
、
漸
く
巫
女
は
本
性
に
戻
る
。

　
こ
の
曲
で
舞
わ
れ
る「
神
楽
」は
、
憑
依
し
て
い
る

神
を
巫
女
か
ら
離
す
た
め
の
舞
だ
が
、
常
な
ら
ば

そ
れ
で
こ
と
足
り
る
は
ず
が
、
さ
ら
に「
神
語
り
」

の
狂
乱
と
な
る
。
男
の
た
め
に
巫
女
に
取
り
憑
い
た

神
は
数
知
れ
ず
、
和
歌
を
手
向
け
る
こ
と
の
功
徳

の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
。

狂
言
…
伯
母
ヶ
酒（
お
ば
が
さ
け
）

　
酒
屋
を
営
む
伯
母
の
も
と
へ
甥
の
太
郎
が
や
っ
て

く
る
。
太
郎
は
い
た
っ
て
の
酒
好
き
。
だ
が
伯
母
は

一度
も
酒
を
振
る
舞
っ
て
は
く
れ
な
い
。
今
日
こ
そ

は
何
と
か
飲
ま
せ
て
も
ら
お
う
と
策
を
講
じ
る
が
、

や
は
り
飲
ま
せ
て
は
も
ら
え
な
い
。
そ
こ
で
、
最

近
こ
の
辺
り
に
は
鬼
が
出
る
の
で
気
を
つ
け
る
よ
う

言
い
残
し
て
帰
る
…
と
見
せ
か
け
鬼
に
変
装
し
て

伯
母
の
家
に
引
き
返
し
、
伯
母
を
脅
し
て
酒
を
飲

む
が
…
…
。

仕
舞
…
知
章（
と
も
あ
き
ら
）

　
一ノ
谷
の
合
戦
。
平
知
盛
の
危
機
を
救
っ
た
も
の

の
、
遂
に
は
敵
方
に
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
嫡
子
、
平

知
章
。
能
で
は
そ
の
最
期
を
知
章
の
霊
が
旅
の

僧
に
語
り
、
回
向
を
頼
む
。

仕
舞
…
東
北 

ク
セ（
と
う
ぼ
く
）

　
か
つ
て
東
北
院
の
門
前
に
停
め
ら
れ
た
牛
車
か

ら
響
く
御
堂
関
白
藤
原
道
長
の
読
誦
す
る『
法

華
経
』の「
譬ひ

ゆ
ほ
ん

諭
品
」を
聞
き
、
迷
い
の
世
界
で
あ

る「
火
宅
」
を
出
た
い
と
切
に
願
っ
た
和
泉
式
部

は
歌
舞
の
菩
薩
と
な
っ
た
。
和
歌
の
徳
を
讃
え
、

東
北
院
の
風
情
を
賞
で
、
昔
を
懐
か
し
み
つつ
舞

を
舞
う
。

仕
舞
…
海
士 

キ
リ（
あ
ま
）

　
讃
岐
国
、
志し

ど度
の
浦
の
沖
で
龍
宮
に
取
ら
れ

た
宝
珠「
面め

ん
こ
う
ふ
は
い

向
不
背
」
を
取
り
戻
し
、
命
を
落

と
し
た
海
士
を
母
と
し
て
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
藤
原
房ふ

さ
ざ
き前
。
志し

ど

じ

度
寺
で
母
の
回
向
を
す
る
房

前
の
前
に
龍
女
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
た
海
士
の
霊

は
、
女
人
の
成
仏
を
説
く『
妙
法
蓮
華
経
』の
世

界
観
を
舞
に
舞
い
、
成
仏
へ
の
確
信
を
得
る
。

能
…
國
栖（
く
ず
）

　
都
を
追
わ
れ
た
浄き

よ
み
ば
ら

見
原
の
天
皇（
子
方
）は
吉

野
川
の
畔
に
て
庵
に
入
る
。
昔
か
ら
尊
き
方
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
所
に
は「
紫
雲
が
た
な
び
く
」と
い

う
が
、
我
が
家
の
上
に
そ
れ
を
見
た
老
夫
婦（
前

シ
テ
・
前
ツ
レ
）は
、
天
子
と
ま
み
え
る
こ
と
と

な
り
、
供ぐ

ご御
と
し
て
芹
と
焼
鮎
を
奉
る
。
残
り

の
焼
鮎
を
川
に
放
し
、
天
皇
が
再
び
都
に
還
幸

で
き
る
か
を
占
う
翁
で
あ
っ
た
が
、
果
た
し
て
鮎

は
、
生
き
返
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
追
手（
間

狂
言
）が
来
る
…
老
夫
婦
は
船
の
中
に
天
皇
を
隠

し
、
そ
れ
を
怪
し
む
追
手
を
、
知
恵
と
言
葉
を

尽
く
し
て
退
散
さ
せ
た
。
そ
し
て
音
楽
に
よ
る

お
慰
み
を
と
申
し
上
げ
る
う
ち
に
、
天
女（
後
ツ

レ
）が
現
れ
て
舞
を
舞
い
、
つ
い
で
蔵
王
権
現（
後

シ
テ
）が
姿
を
現
し
、
豪
快
に
舞
い
な
が
ら
聖
代

を
寿
ぐ
の
で
あ
っ
た
。

　
前
半
は
現
在
能
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
後

半
は
神
能
的
要
素
を
取
り
入
れ
る
展
開
と
な
っ

て
い
る
。
劇
的
緊
迫
感
と
と
も
に
、
祝
言
性
も

兼
ね
備
え
て
お
り
、
見
所
の
多
い
作
品
で
あ
る
。


